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 主婦に特化した人材サービス『しゅふＪＯＢ』（事業運営者：株式会社ビースタイル／本社：東京都
新宿区、代表取締役：三原邦彦）の調査機関しゅふＪＯＢ総研は、「2015年 女性の働きやすさ」を
テーマに主婦会員に向けてアンケート調査を行いました。以下、結果をご報告します。 
（有効回答数220件） 

報道関係者各位 

 １．「女性が働きやすくなった実感は『ない』」という回答が7割以上。 
 

 ２．「イクメン」など夫の家事・育児への参加については約8割が 

   意識・行動について「あまり変わらない」と回答。 
 

 ３．今年（2015年）は『保育園不足やマタハラなど、働き続けることが 

   これまでより難しくなった年』という回答が2年連続で最多。 

１． 「働きやすくなった」実感がないと回答した主婦は全体の７割以上。 
 2015年は女性活躍推進法が成立するなど社会全体の女性活躍の機運が高まった１年でしたが、71%
の主婦が「働きやすくなった実感はない」と感じています。まだまだ女性にとっては働きにくく、厳し
い現状を浮き彫りにした結果となりました。一方で前年結果（82％）よりは11ポイント減少してお
り、少しずつ前進していると言えます。今後、改善スピードをさらに高めていくことが必要だと考えま
す。 
 
 

■調査結果サマリー 

 2015年は女性活躍推進法が成立するなど社会全体の女性活躍の機運が高まった１年でしたが、実際
に働く主婦の方々はどのように感じていたのでしょうか。主なトピックスをご紹介します。 

■調査結果詳細 
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2015年、女性の活躍推進が掲げ
られる様になって「女性が働きや
すくなった」実感はありますか？ 

年末恒例！しゅふＪＯＢ総研 ゆく年くる年アンケート２０１５ 
 

『自由にキャリア選べる年』前年比３．８倍 
 

 

女性が働きやすくなった実感「ない」71％も、前年比11ポイント減 
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２．「イクメン」など夫の家事・育児への意識と行動は約7割が「あまり変わらない」と回答。 
 政府が推進している「イクメン」「イクボス」の波及効果について夫の家事・育児への意識、行動へ
の変化を問う質問では、「あまり変わらない」が73％で最多の回答となっており、働く主婦の実感とし
て家事育児を積極的に手伝うなど「夫の意識、行動」が変わっているのは14％に留まっています。主婦
が働きやすくなったと実感できていないこととの関連性も考えられ、「イクメン」「イクボス」の更な
る認知向上が必要のようです。 

３． 「働き続けることが難しくなった」という回答が２年連続で最多に。 
 「今年（2015年）は「女性が働く」ことについて、どのような年だったと思いますか？」 という質
問に対して、『保育園不足やマタハラなど、働き続けることがこれまでより難しくなった年』という回
答が2年連続で最多となりました（前年48.7%、今年48%）。一方、前年と比較して大きく回答が増え
たのは『転職や独立、在宅ワークなど、これまでより自由にキャリアを選べるようになった年』という
回答で、前年の6.2%から24％と3.87倍に増加しており、多様なキャリア・働き方への関心の高まりが
反映された結果となりました。 

政府が「イクメン」「イクボス（※1）」を推奨しています。夫の意識、行動に変化はあったと思いますか？ 
※1「イクボス」とは、部下の育児参加に理解のある経営者や上司のこと。 
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2015年は「女性が働く」ことについて、どのような年だったと思いますか？ 
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５．マタハラへの対策については「フォローしやすい環境」や「周囲の理解」が必要と回答。 
 今年注目を集めたマタハラ問題については、マタハラが起こらないためには、「急な休みの時もフォ
ローし合いやすい環境をつくる」という回答が最も多く60％。「マタハラが起きているのを見たことが
ない」という回答は僅か10％でした。 

４．「働きやすくなった」実感がある理由は「育休、産休等の女性を支持する制度が増えた」が最多。 
 働きやすくなった実感がある理由として「育休、産休等の女性を支持する制度が増えた」ことで働き
やすくなったと考えている人が52％と最も多く、「女性のマネジメント層の数が増加した」という回答
は最も少なく21％でした。 

女性が「働きやすくなった」と思う理由についてお教えください。 

2015年は、マタハラ（マタニティ・ハラスメント）の問題が注目を集めました。マタハラが起こらないた
めにどんな対策が必要だと思いますか。 

8% 

10% 

17% 

28% 

37% 

40% 

45% 

51% 

60% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他 

マタハラが起きているのを見たことがない 

マタハラをなくすことは不可能 

上司・マネージャーに出産育児の経験のある女性をおく 

産休・育休後もキャリアアップできる職場、制度づくり 

同僚の出産・育児に対する理解を深める 

妊娠・出産を歓迎する職場の空気作り 

上司・マネージャーの出産・育児に対する理解を深める 

急な休みの時もフォローし合いやすい環境をつくる 
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女性マネジメント層の数が増加した 

女性社員数が増加した 

周囲の社員の理解が進んできた 

家族の支援が得られるようになった/増えた 

育休、産休等の女性を支持する制度が増えた 
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■調査概要 
調査手法：インターネットリサーチ（無記名式） 
有効回答者数：220名 

調査実施日：2015年12月8日（火）から2015年12月22日（火）まで 

調査対象者：ビースタイル登録者/求人媒体『しゅふJOBサーチ』登録者 

＜株式会社ビースタイルについて＞ 
企業理念は「best basic style」。時代に合わせて新たなスタンダードをつくる会社です。この理念に基づ
き、2002年の創業以来、働きたい主婦に対して就業支援を行って参りました。約12年間で生み出した
主婦の雇用数はのべ4万人。女性がそれぞれの価値観、ライフスタイルに合わせて働ける社会の実現
に向け、派遣・在宅・エグゼクティブなど、様々な『しゅふＪＯＢサービス』を提供しています。 

≪本プレスリリースに関するお問い合わせ先≫ 
（株）ビースタイル 広報担当：柴田・中村・宇佐美 〒160-0022 東京都新宿区新宿4-3-17FORECAST新宿SOUTH7階 

Tel：03-6758-0085  Fax：03-5363-4544  Mail：pr@b-style.net  ホームページ：http://www.bstylegroup.co.jp/ 
※当リリースに関して、代表三原へのインタビューのご要望があれば広報までご連絡ください。 

※本リリースの引用の際は、必ず「しゅふJOB総合研究所調べ」とクレジットを明記していただきますようお願い申し上げます。  

 2015年は女性活躍推進法案が成立するなど、日本社会全体での女性活躍推進の機運が今まで以上に
高まった一年となりましたが、実際の主婦層が実感している働きやすさの改善度合いはまだまだ十分では
ないようです。 

 しかしながら、女性の働きやすさの改善を期待・実感する声は着実に増えており、これから女性活躍推進
の取り組みが進む事によって働く環境や主婦の労働参加率が向上していくことが見込まれます。2016年の
日本が女性・主婦にとってより働きやすい社会になるよう、今後の各企業の取り組みの充実・迅速な実施が
期待されます。 

６．2016年は「女性が働く」環境はさらに前進する？！ 
 「2016年は「女性が働く」ことについて、どのような年になると思いますか？」という質問に対し
ては、「保育園不足やマタハラなど、働き続けることがさらに難しくなる年」が39％と2015年の振り
返り結果と比較して9ポイント減少する一方、「企業が女性が働くことの価値をさらに認める年」「転
職や独立、在宅ワークなど、これまでより自由にキャリアを選べるようになる年」がそれぞれ7ポイン
ト、9ポイント増加。2016年への期待が現れた結果となりました。 

■調査結果の総括 
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2016年は「女性が働く」ことについて、どのような年になると思いますか？ 


